
滞納整理機構設立
福祉課封筒広告募集
西北病院・かなぎ病院開門時間変更

お知らせ文化賞・スポーツ賞授与式
法政大学フィールドスタディ
なかどまり・イガ米～きてけフェア

まちの
話　題

3月
MAR 2012 №84MAR

広報広報 Nakadomari PR Magazine魚のさばき方から料理まで

　ふるさとを知る学習の一環で、小泊中２年生を対象に
２月８日㈬、「お魚料理教室」が小泊漁協の協力を得て
行われました。
　この日は、イカとわかめの和え物と、ホッケのあんか
けを作りましたが、小泊の子どもたちとはいえ、魚をさ
ばくのは初めてという子が多数。魚に包丁を入れるとき
は、女子生徒から悲鳴が漏れます。
　こんなときは男子の出番。同漁協婦人部のみなさんに
手ほどきを受けながら、手際よくさばいていました。

小泊中で「お魚料理教室」
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☆平成24年２月20日
～ ４月３日

水・日／休校日

－S
pot
ligh
t－

スポット

ライト

　

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
分
野
で
、
め
ざ
ま
し
い
成
績
や

貢
献
の
あ
っ
た
人
を
表
彰
す
る
式
典
が
、
２
月
12
日

㈰
パ
ル
ナ
ス
で
行
わ
れ
、
２
団
体
35
個
人
が
晴
れ
の

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

表
彰
後
の
あ
い
さ
つ
で
は
、
馬
場
教
育
委
員
長
職

務
代
理
が
「
誠
に
喜
ば
し
い
成
績
。
受
賞
を
機
に
、

今
以
上
を
目
指
し
て
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
」
と
激
励
。

町
長
も
「
地
震
の
影
響
で
活
気
が
失
わ
れ
て
い
た
と

こ
ろ
に
、
明
る
い
話
題
を
提
供
し
て
く
れ
た
」
と
選

手
の
が
ん
ば
り
に
感
謝
し
て
い
ま
し
た
。

☆ 

受
賞
者（
カ
ッ
コ
内
は
部
門
、
所
属
・

学
校
・
学
年
。
敬
称
略
）

■
文
化
賞

【
少
年
文
化
奨
励
賞
】

久
保
田
希
空（
書
道
・
小
泊
小
1
年
）

山
田
華
蓮（
書
写
・
小
泊
小
1
年
）

長
利
凌
也（
書
道
・
武
田
小
6
年
）

升
田　
蓮（
ロ
ボ
ッ
ト
制
作
・
小
泊
中
2
年
）

奈
良
泰
志（
自
然
科
学
研
究
・五
所
高
3
年
）

■
ス
ポ
ー
ツ
賞

【
団
体
賞
】

中
泊
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

　

 （
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）木
村
真
琳
・
中
村

唯
・
珍
田
未
来
・
岩
田
菜
月
・
福
士

碧
・
岩
田
優
花
・
野
上
莉
来
奈

武
田
ク
ラ
ブ（
野
球
）

　

 

新
谷
和
真
・
葛
西
大
悟
・
加
藤
北
斗
・

新
岡
晃
成
・
新
岡
勇
気
・
菅
原
慎
太

郎
・
長
利
凌
也
・
佐
藤
駿
・
石
沢
朋

也
・
宮
越
銀
之
丞
・
新
岡
凱
喜
・
米

塚
卯
野
・
竹
内
花
子

【
努
力
賞
】

宮
越
晃
一（
陸
上
・
中
里
小
6
年
）

奈
良　
響（
陸
上
・
薄
市
小
6
年
）

長
谷
川
正
樹（
陸
上
・
小
泊
小
6
年
）

下
山
誉
人（
陸
上
・
薄
市
小
6
年
）

小
山
内
元
気（
水
泳
・
武
田
小
4
年
）

小
山
内
敦
士（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス・
薄
市
小
6
年
）

木
村
真
琳（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス・
中
里
小
5
年
）

中
村　
唯（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス・
中
里
小
5
年
）

工
藤
芽
依（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス・
武
田
小
3
年
）

外
崎
辰
弥（
卓
球
・
小
泊
小
6
年
）

村
上
莉
羽（
卓
球
・
中
里
小
6
年
）

成
田
花
道（
相
撲
・
薄
市
小
4
年
）

葛
西
大
悟（
柔
道
・
武
田
小
3
年
）

野
上
莉
来 

奈（
柔
道
・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
・

薄
市
小
3
年
）

【
奨
励
賞
】

加
藤
登
夢（
陸
上
・
中
里
中
2
年
）

鈴
木
優
圭（
陸
上
・
金
木
高
市
浦
分
校
3
年
）

外
崎
直
人（
陸
上
・
木
造
高
2
年
）

長
利
賢
一（
陸
上
・
木
造
高
2
年
）

岡　
拓
司（
陸
上
・
木
造
高
2
年
）

小
野
瑞
季（
陸
上
・
木
造
高
3
年
）

駒
目　
瞳（
陸
上
・
弘
前
大
2
年
）

田
中
礼
一（
陸
上
・
体
協
陸
上
部
）

川
浪
貴
久（
陸
上
・
体
協
陸
上
部
）

白
塚
勇
人（
陸
上
・
体
協
陸
上
部
）

川
浪
晋
司（
陸
上
・
体
協
陸
上
部
）

小
山
内
亜
美（
水
泳
・
中
里
中
2
年
）

田
中
大
夢（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス・
中
里
中
1
年
）

高
杉
大
成（
卓
球
・
中
里
中
3
年
）

野
上
凜
音（
柔
道
・
中
里
中
1
年
）

宮
越
千
郊（
少
林
寺
拳
法
・五
一
高
2
年
）

明るい話題運んだ団体・個人表彰
パルナスで「町文化賞・スポーツ賞授与式」
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体
験
を
し
た
あ
と
、
町
に
や
っ
て
き

ま
し
た
。

　

町
で
行
わ
れ
た
の
は
、
塩
辛
づ
く

り
体
験
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
奥
津

軽
の
ば
げ
ま
ん
ま
、
冬
の
ア
ス
パ
ラ

収
穫
な
ど
で
、
料
理
や
体
験
で
は
、

小
泊
漁
協
婦
人
部
や
グ
リ
ー
ン
・
ツ

ー
リ
ズ
ム
の
会
「
か
け
は
し
」
が
、

メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
20

日
㈪
に
行
わ
れ
た

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

は
「
後
輩
た
ち
に

奥
津
軽
を
伝
え
る

た
め
の
P
R
チ
ラ

シ
」
づ
く
り
で
、

ど
う
い
っ
た
要
素

を
チ
ラ
シ
に
書
き
、

後
輩
へ
魅
力
を
伝

え
る
か
議
論
が
白

熱
。
こ
の
日
の
う

ち
に
で
き
あ
が
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、

交
流
会
で
学
生
た

ち
の
成
果
が
発
表

さ
れ
、
周
り
の
地

元
ス
タ
ッ
フ
た
ち

が
、
苦
心
の
作
の

披
露
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
も
学
生
た
ち
を
率
い
た
同
大

の
西
城
戸
准
教
授
は
「
奥
津
軽
を
点

と
線
で
結
び
、
交
流
す
る
こ
と
で
着

地
型
観
光
を
考
え
よ
う
と
い
う
の
が
、

こ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ
デ
ィ
の
目
的
。

今
年
は
津
軽
塗
・
金
山
焼
双
方
の
作

り
手
の
話
を
聞
け
、
古
い
も
の
を
再

創
造
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か

と
い
っ
た
、
伝
統
的
な
産
業
・
工
芸

と
地
域
社
会
の
こ
れ
か
ら
を
学
べ
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
チ
ラ
シ
づ

く
り
を
行
っ
た
が
、
地
元
の
体
験
を

通
し
て
、
学
生
が
思
う
と
こ
ろ
で
１

つ
何
か
を
つ
か
ん
で
ほ
し
い
」
と
話

し
、
地
元
に
向
け
て
「
奥
津
軽
は
何

も
な
い
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
日
常
の

交
流
を
重
ね
て
い
き
、
い
わ
ば
〝
津

軽
力
〞
を
上
げ
て
い
っ
て
ほ
し
い
」

と
、
こ
れ
か
ら
の
津
軽
に
期
待
し
て

い
ま
し
た
。

　

奥
津
軽
地
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
、
若
い
学
生
た
ち
が

地
元
体
験
を
通
じ
て
感
じ
た
ま
ち
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
を
、

住
民
と
お
互
い
に
共
有
す
る
学
習
「
奥
津
軽
フ
ィ
ー
ル

ド
ス
タ
デ
ィ
」
が
今
年
も
行
わ
れ
、
全
４
日
間
の
日
程

の
う
ち
、
２
月
20
㈪
〜
21
日
㈫
の
2
日
間
を
町
で
過
ご

し
ま
し
た
。

　

一
行
は
、
法
政
大
学
人
間
環
境
学
部
の
学
生
８
人
と

教
授
１
人
。
先
に
五
所
川
原
市
や
つ
が
る
市
で
講
義
、

地元と交流し奥津軽観光を考える
法政大学学生がフィールドスタディ

【塩辛づくり体験（小泊）】

【PRチラシの発表（中里）】
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まちの話題Topics

青森県の観光物産館「アスパム」で２月４日㈯と５日㈰の２
日間、「なかどまり・イガ米～きてけフェア」が行われ、今

年も元気に町の特産を売り込みました。
　この日の目玉イベントであった「活イカ釣り」は、しけでイカ
が釣れず中止になってしまいましたが、代わりに行ったビンゴ大
会や輪投げ、生きているタコの解体、タコのわた汁配布など、盛
りだくさんの内容で来場客を喜ばせました。
　天候も、連日の吹雪がちょうどやんだ時期で、商店主の威勢のいいかけ声が響いていました。

中里高校生が行っているまちづくり塾で、昨年11月５日㈯に試食品
を配布したチャレンジショップ。その際に募った東日本大震災被

災者への募金が、１月28日㈯中央公民館で寄付されました。
　この寄付には、代表して２年生の男子生徒３人が訪れ、日本赤十字社
中泊町分区長の町長に「被災者の皆さんに届けてください」と手渡され
ました。

　町長は「いろんな場面で寄付をいただいて、本当にありがたい。いただいた募金は、さっそく日本赤十字社に
送る」と、高校生の心がこもった活動に感謝していました。

県内にコミュニティビジネスの輪を広げようと１月28日㈯、
中央公民館でフォーラムが行われ、約30人が基調講演や

事例発表を聞きました。
　「コミュニティビジネス」とは、地域の課題解決のため、その
地域住民が行うビジネスのこと。この日は、プロジェクトおお
わに事業協同組合の相馬康

やすのり

穫氏が、「鰐come」の管理運営を受
託し、いかに地域活性化につなげたかを講演しました。
　講演後には、五所川原農林高校の三上浩樹教諭が「街づくり五農農業会社」の取り組みを事例発表。参加者は、
両講師の意欲ある取り組みを、関心を持って聞いていました。

町教育力アップ推進事業の一環として１月29日㈰、パルナ
スで家庭教育講演会が行われました。

　これは、家庭の教育力アップを目指そうと企画されたもので、
全国を講演に歩いている家庭教育カウンセラー内田玲子氏が、
「見つめなおそう家庭の力」と題して講演しました。
　内田氏は講演で、日本の教育に危機感を持っていることを話

し「生活の中に答えがあり、体の中に答えがある。すべての教育の原点は家庭」と、家庭の大切さを力説してい
ました。参加者は、時折うなずきながら、熱っぽい内田氏の講演に耳を傾けていました。

寒さに負けず魅力PR
なかどまり・イガ米～きてけフェア

高校生が集めた義援金寄付
中里高生が町長に

課題解決に向けた取り組み紹介
中央公民館でフォーラム

家庭の教育力見つめ直す機会に
パルナスで講演会
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5 平成24年３月号

広 告
安全と技術と伝統を大切にする‼

東栄建設株式会社
希望される方は、お気軽に最寄りのハローワークまたは右の連絡先へ!

土　　木
建設工事作業員募集

●青森募集事務所 〒037-0305 青森県北津軽郡中泊町大字中里字亀山500
　　　　　　　　　　TEL 0173-57-3215　　携帯
　　　　　　　　　　FAX 0173-69-2417　　090-3503-7301

所長　平 間 康 元

業　種 土　　　木 型 枠 大 工 鉄　筋　工 重 機 オ ペ
（クローラークレーン・ラフテレーンクレーン）

左　　官 社員寮管理・賄い
（夫婦住込・長期希望者）

定　額 1.1～1.6万円 1.3～1.9万円 1.3～1.8万円 1.3～1.8万円 1.1～1.5万円

月　額
（23日稼働の場合） 25.3～36.8万円 29.9～43.7万円 29.9～41.4万円 29.9～41.4万円 25.3～34.5万円 35.0～40.0万円

まちの話題 Topics

冬のさまざまな味覚を味わってもらおうと２月26日㈰、す
くすくこどまり館でこどまり新鮮朝市「日本海冬の味覚ま

つり」が行われました。
　寒空にもかかわらず、訪れた買い物客はなんと約400人。会
場は訪れた人でごった返し、入り口に展開された直売の商品を
買い求めながら、ホールでの催しを楽しみました。
　そのホールでは、オープニングの小泊小児童のスコップ三味
線や健康ダンスグループ「べえ子ちゃん」のショー、金多豆蔵
人形芝居、よさこいグループのダンスのほか、カラオケや歌謡ショーなど、これでもかといわんばかりの盛りだ
くさんな内容。いずれも観客たちを大いに楽しませ、会場は笑いと歓声に包まれていました。

生涯学習推進の一環として行われている公民館教室の閉
講式が、２月12日㈰中央公民館で行われ、約40人の講

師・受講生が参加しました。
　公民館教室には今年度、下は中学生から上は81歳の人まで
参加し、まさに “生涯” にわたる学習機会の提供という役割
を果たし、この日の閉講式を迎えました。
　19教室199人の修了証をそれぞれ出席者に手渡し、その後
懇談しましたが、講師の先生たちからは「１年間楽しんで終

われた」「町民祭で見てもらうのが１つの楽しみ」と、充実した教室活動を振り返っていました。

すっかり雪が積もった武田小のグラウンドで２月18日㈯、
エスキモーの家として知られる「イグルー」を作る体験

が行われました。
　この体験には武田小と薄市小の子どもたち約40人が参加。り
んご箱に雪を詰めて固め、そのブロックを積み上げていって家
を作っていきます。子どもたちは歓声を上げながら、次々と雪
のブロックを作り、完成したイグルーに入っていました。
　かまくらとはひと味違った雪の家に、子どもたちは「すごい、すごい！」とはしゃいでいました。

寒さ吹き飛ばす元気なまつり開催
こどまり新鮮朝市「冬の味覚まつり」

１年間の学習成果振り返る
公民館教室閉講式

雪の家づくりに子どもたちが歓声
武田小でイグルーづくり
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まちの話題Topics

冬場の健康増進にと教育委員会が行っている「ビ
ーチボールバレー大会」が、２月５日㈰に小泊

小体育館で行われ、９チーム約50人が参加しました。
　９チームとはいえ、勝負は全チームでの総当たり戦。
８試合もこなさなければならず、息を切らす選手も
いるほどです。
　また、ビーチボールのふわふわする感覚に戸惑う
選手もおり四苦八苦。でも、選手たちは楽しんだ様
子で、笑顔が絶えない会場でした。
■優勝　アタックNo.1　■準優勝　アタックNo.2
■３位　アタックNo.3　■ブービー賞　はあと屋三

黒石市で２月４日㈯、全国ホープス選抜卓球大会の県予
選が行われ、青森クラブ選抜として出場した村上莉羽

くん（中里小６年）がまたも全国行きの切符を手にしました。
　県内の名選手５人を集めた「青森クラブ選抜」チームは、
大会で見事優勝し、ほかの４人とともに、茨城県ひたちなか
市で３月に行われる全国大会出場を決めました。
　村上くんは全国に向けて「自分の力を出して、強い相手に
もあきらめずにがんばりたい。全国でベスト８を目指す」と
闘志を燃やしていました。

ビーチボールに悪戦苦闘
小泊小体育館でバレー大会

村上くん小学校最後の全国大会へ
卓球青森クラブ選抜の一員で
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なんでも行政相談
日　時…３月21日㈬ 午前９時～12時

　　　　　（毎月第３水曜日）

場　所…中央公民館

行政相談委員…秋　元　武　弘、藪田由比子
※ 行政相談は、住民から寄せられた苦情や意見・
要望について、住民と関係行政機関との間に立
って、公正・中立な立場から必要なあっせんを
行い、その解決や実現の促進を図ります。

心配ごと相談 中泊町社会福祉協議会

中 里 地 域 小 泊 地 域

３月28日　成　田　　　寛、古　川　　　壽

４月11日　近　村　　　敦、菊　池　俊　一

３月21日　長内ヱツ子

　　　　　磯　野　清　三

相談場所　役場相談室　　　　
相談時間　午前９時～午後２時

相談場所 すくすくしたまえ館
相談時間 午前９時～午後２時

４
月
２
日
は

役
場
税
務
課
課
税
係　

 

１
４
４・１
４
５

問

内

国
民
健
康
保
険
税 

９
期

　
の
納
期
限
で
す
。

　

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

※ 

口
座
振
替
を
さ
れ
て
い
る
人
の
引
き

落
と
し
日
は
3
月
26
日
で
す
。

　

残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　町では、公平に納税いただくという観点から、青森県が４
月設立する「県市町村税滞納整理機構」に参加し、徴収強化
に努めることにしました。
　この機構は、市町村税の滞納を減らしたり、徴収率を向上
させるため、県市町村総合事務組合と青森県が連携して設立
します。
■滞納整理機構とは？
　 　滞納整理を専門に行う機関で、県市町村総合事務組合職
員と青森県からの派遣職員などで構成されます。

　 　機構は、町から移管された滞納の案件を、広範囲で徹底
した調査をし、換金できる財産を見つけ、これらを差し押
さえ・公売することで町税を徴収します。
■差し押さえの対象
　 　土地、建物、給与、預貯金、売掛金、自動車、電化製品、
貴金属など、法律で認められたあらゆる財産
■機構への移管対象となる人
　○ 納期限までに納付されなかった人へ送られる通知（督促
状・催告書など）に応じない人

　○ 町・県民税、法人町民税、固定資産税、軽自動車税、国
民健康保険税を滞納し、納税相談や連絡がない人

　○滞納額が高額な人
　など
■機構に移管された人は
　　機構が滞納整理の権限を持ちます。
　 　このため、機構に移管された人は、役場会計課へ納付し
たり、税務課での納税相談ができなくなります。

※ お早めの納付にご協力ください。
　 やむを得ない事情があり納付が難しい場合は、早めに役場
税務課へご相談ください。

　

物
価
の
下
落（
平
成
23
年
全
国
消
費

者
物
価
指
数　

対
前
年
比
マ
イ
ナ
ス

０
・３
％
）を
受
け
、
平
成
24
年
４
月
か

ら
の
手
当
額
が
次
の
と
お
り
引
き
下
げ

ら
れ
ま
す
。

今まで 4月1日～

児
童
扶
養
手
当

全部支給
（月額） 41,550円 41,430円

一部支給
（月額）

41,540円　
～9,810円

41,420円　
～9,780円

特
別
児
童
扶
養
手
当

１級
（月額） 50,550円 50,400円

２級
（月額） 33,670円 33,570円

県市町村税滞納整理機構が
 4月設立されます

児
童
扶
養
手
当
・

特
別
児
童
扶
養
手
当

　

支
給
額
が

変
わ
り
ま
す

1
２
７

内

役
場
福
祉
課
福
祉
係

問
問  役場税務課　内  142・143
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次
に
該
当
す
る
人
は
お
申
込
く

だ
さ
い
。

○ 

現
在
も
運
転
し
て
い
る
、
10
年

以
上
無
事
故
・
無
違
反

○
運
転
免
許
証
の
住
所
が
中
泊
町

○ 

協
会
加
入
５
年
以
上
の
会
員
で
、

触
法
行
為
が
な
く
地
域
の
支
部

長
が
推
薦
し
て
い
る

○ 

運
転
免
許
証
に
記
載
さ
れ
た
最

も
古
い
「
取
得
年
」
が

　

 

昭
和
21
年
・
26
年
・
31
年
・
36

年
・
41
年
・
46
年
・
51
年
・
56

年
・
61
年
・
平
成
３
年

■
受
付
締
切

　
　
　

４
月
10
日
ま
で

　

申
込
書
は
、
協
会
事
務
局（
警

察
署
・
分
庁
舎
）に
あ
り
ま
す
。

な
お
、
申
込
み
時
に
無
事
故
・
無

違
反
証
明
書（
１
か
月
以
内
の
も

の
・
申
請
料
６
３
０
円
）と
印
鑑

が
必
要
で
す
。

　

４
月
１
日
か
ら
、
高
額
な
外
来

診
療
を
受
け
た
と
き
、
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
や

被
保
険
者
証
を
提
示
す
る
こ
と
で
、

ひ
と
月
の
医
療
機
関
な
ど
で
の
支

払
が
一
定
の
金
額
に
と
ど
め
ら
れ

ま
す
。
住
民
税
非
課
税
世
帯
な
ど

の
人
は
、
事
前
に
申
請
が
必
要
で

す
。 

役
場
町
民
課
老
保
年
金
係

ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※ 

既
に
有
効
期
限
が
平
成
24
年
７

月
31
日
の
減
額
認
定
証
の
交
付

を
受
け
て
い
る
人
は
申
請
不
要
。

　次の教室を小泊地域で開講します。希望する人は
お申込みください。
■実施期間…４月～９月頃　15回
■受 講 料…１教室　2,000円
■内　　容

■申込締切…３月21日㈬まで
■申込場所… 教育委員会小泊事務所・すくすくした

まえ館まで
※ 申込用紙は教委小泊事務所・すくすくしたまえ館
にあります。

　

自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
は
、

原
則
と
し
て
４
月
１
日
現
在
の
登

録
住
所（
車
検
証
に
記
載
さ
れ
て

い
る
住
所
）に
お
送
り
し
て
い
ま

す
。
引
越
し
な
ど
で
住
所
が
変
わ

っ
た
と
き
は
、
運
輸
支
局
で
住
所

の
「
変
更
登
録
」
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。
3
月
中
に
変
更
登
録
手
続

き
が
で
き
な
い
場
合
は
、
最
寄
り

の
地
域
県
民
局
県
税
部
ま
で
ご
連

絡
を
。

　

な
お
、「
青
森
県
電
子
申
請
・

届
出
シ
ス
テ
ム
」
か
ら
届
出
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
く
わ
し
く
は

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

ttp
://

w
w
w
.pref.aom

ori.lg.jp/
life/tax/top.htm

l

）で
。

図書館情報

○ 「1人暮らし」をテーマにした本の展示･貸出し
を行います。

『続 大人の流儀』 伊集院静　　講 談 社 
『外事警察』 麻生　幾　　NHK出版 
『かなたの子』 角田光代　　文藝春秋 
『まちがい』 辻　仁成　　集 英 社 
『隠し事』 羽田圭介　河出書房新社

新 刊 情 報

今月のMiniコレクション

高額な
外来診療受診者 事前の手続き 病院・薬局などで

住民税非課税
世帯などの人

減額認定証交
付を役場に申
請

受け取った減額認
定証を窓口に提示

住民税非課税
世帯などでは
ない人

必要なし 被保険者証を窓口
に提示

■封筒のサイズ…縦235mm×横120mm（定形長３）

■広告のサイズ・位置・色
　　 縦50mm×横100mmで裏面に３枠、１色刷（黒）

■提出書類…①広告掲載申込書　②広告の原稿案

■作成枚数…20,000枚　　

■提出期限…３月23日㈮

※ 封筒が作成され次第、福祉課文書の郵送などに使用し

ます。広告料など、くわしくはお問合せください。

教 室 名 対象者 開講日時 講　　師
パッチワーク
教室

一般

木曜日
午前9時30分～

成 田 やよゑ
（下前上）

英会話教室 火曜日
午後７時～

ジェームス・
ヘイズ（若葉町）

エクサ＆ヨガ
教室

水曜日
午後７時～

成 田 寿 子
（木造）

教 室 名 対象者 開講日時 講　　師

洋 裁 教 室
一般

火曜日
午前９時～

成 田 ひで子
（下前中）

和 裁 教 室 金曜日
午前９時～

成 田 リキ子
（下前上）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
か
ら

高
額
な
外
来
診
療
を
受
け
る
皆
さ
ま
へ

役
場
町
民
課
老
保
年
金
係

問

１
３
４

内

問
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

０
１
７（
７
２
１
）３
８
２
１

☎

（
52
）２
４
４
２

☎

北
部
分
会

問
優
良
運
転
者
を
表
彰
し
ま
す

（
34
）５
６
５
０

☎

交
通
安
全
協
会

問

福祉課窓付き封筒への広告募集
問  役場総務課広報係　内  162

平成24年度 小泊地域公民館教室受講生募集
問  教育委員会小泊事務所　☎  （64）2679

すくすくしたまえ館

日本海漁火センター

愛
車
の
住
所
変
更
は

お
忘
れ
な
く

西
北
地
域
県
民
局
県
税
部
納
税
管
理
課

問

（
34
）３
１
４
１

☎
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国
で
は
、
財
政
の
健
全
化
に
取

り
組
む
地
方
公
共
団
体
に
対
し
、

公
債
費
負
担
の
軽
減
対
策
と
し
て
、

公
的
資
金
補
償
金
免
除
繰
上
償
還

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
平
成
19
年
度
に
こ
の

制
度
に
基
づ
き
、
平
成
23
年
度
ま

で
の
財
政
健
全
化
計
画
及
び
公
営

企
業
健
全
化
計
画
を
策
定
し
、
平

成
21
年
度
ま
で
に
高
利
率
の
町
債

の
繰
上
償
還
を
実
施
し
、
公
債
費

の
削
減
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

■ 

町
財
政
健
全
化
計
画
の
基
本
方

針
　

税
徴
収
体
制
の
強
化
、使
用
料
・

手
数
料
の
見
直
し
な
ど
歳
入
確
保

に
努
め
る
と
と
も
に
、
定
員
の
適

正
管
理
な
ど
に
よ
る
人
件
費
の
抑

制
、
新
規
地
方
債
発
行
の
抑
制
に

よ
る
公
債
費
負
担
の
適
正
化
、
施

設
の
統
廃
合
な
ど
に
よ
る
維
持
管

理
経
費
の
削
減
、
補
助
金
の
見
直

し
な
ど
、
歳
入
・
歳
出
全
般
を
見

直
し
、
財
政
健
全
化
を
図
り
ま
す
。

　

く
わ
し
い
計
画
内
容
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
担
当
へ
。

　

４
月
１
日
以
降
、
西
北
中
央
病

院
・
か
な
ぎ
病
院
・
鯵
ヶ
沢
病
院

で
は
、
皆
さ
ま
の
利
便
性
向
上
、

事
務
効
率
化
を
図
る
た
め
、
自
動

受
付
機
で
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、西
北
中
央
病
院
・

か
な
ぎ
病
院
は
、
開
門
時
間（
正

面
玄
関
）が
次
の
と
お
り
と
な
り

ま
す
。

　

会
計
ま
で
の
流
れ
が
今
ま
で
と

少
し
変
わ
る
点
も
あ
り
ま
す
の
で
、

し
ば
ら
く
の
間
、
窓
口
な
ど
が
混

雑
す
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
が
、

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

■
西
北
中
央
病
院

○
開
門
時
間
…
午
前
７
時

　

 

再
来
受
付
機
は
午
前
７
時
か
ら

受
付
開
始

　

窓
口
受
付
時
間
は
変
更
な
し

■
か
な
ぎ
病
院

○
開
門
時
間
…
午
前
５
時

　

 

再
来
受
付
機
は
午
前
７
時
か
ら

受
付
開
始

　

窓
口
受
付
時
間
は
変
更
な
し

■ 

次
の
病
院
の
受
付
時
間
は
変
更

あ
り
ま
せ
ん

鰺
ヶ
沢
病
院
…
午
前
７
時
〜

つ 

が
る
成
人
病
セ
ン
タ
ー
…
午
前

６
時
〜

鶴
田
病
院
…
午
前
７
時
〜

　４月から「西北中央病院」「かなぎ病院」「鰺ヶ沢病院」で使
用できる新診察券を発行します。３病院共通で使用できる診察
券です。なお、「鶴田病院」「つがる成人病センター」は、新診
療所移行後に使用できるようになり、平成25年末に５施設で
共通利用できる予定です。
　この診察券は、４月時点の病院名で発行しますが、「つがる
総合病院」の開院以降も使用できます。

※ 「西北中央病院」「かなぎ病院」「鰺ヶ沢病院」は平成24年３月末まで、「鶴
田病院」「つがる成人病センター」は新診療所の開院まで、現在お持ちの診
察券を使用してください。

　

４
月
１
日
か
ら
眼
科
診
療
日
を

毎
週
火
・
木
曜
日
か
ら
、毎
週
火
・

金
曜
日
に
変
更
し
ま
す
。 

　

受
付
時
間
は
曜
日
に
よ
っ
て
違

　

解
雇
、
雇
止
め
、
賃
下
げ
な
ど

の
労
働
条
件
の
ほ
か
、
い
じ
め
な

ど
、
労
働
問
題
に
関
す
る
あ
ら
ゆ

る
分
野
の
相
談
を
、
専
門
の
相
談

員
が
無
料
で
お
受
け
し
ま
す
。

　

相
談
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳

守
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
を
。

い
ま
す
の
で
、
来
院
の
際
は
お
間

違
い
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
毎
週
火
曜
日

　
　

午
前
８
時
30
分
〜
11
時

■
毎
週
金
曜
日

　
　

午
前
８
時
30
分
〜
10
時

町
財
政
健
全
化
・

公
営
企
業
健
全
化
計
画

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す

http://www.town.nakadomari.lg.jp

HP

西
北
中
央
病
院
・
か
な
ぎ

病
院（
旧
金
木
病
院
）

開
門
時
間
な
ど
を
変
更
し
ま
す

（
26
）６
３
６
３

☎

つ
が
る
西
北
五
広
域
連
合
病
院
再
編
係

問

２
２
２

内

役
場
財
政
課
財
政
係

問

金
木
病
院
か
ら

眼
科
診
療
日
を
変
更
し
ま
す

金
木
病
院
管
理
課

問（
53
）３
１
１
１

☎

１
２
８

内

４月から新しい診察券に切り替わります
問  つがる西北五広域連合　☎  （26）6363

〔カード表〕 〔カード裏〕

職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
！

青
森
労
働
局
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

問問
相
談
コ
ー
ナ
ー 

（
35
）２
３
０
９

五
所
川
原
労
働
基
準
監
督
署
内
総
合
労
働

☎

０
１
７（
７
３
４
）4
2
1
2

☎

〔診察券発行スケジュール〕

※新診察券１枚があれば、　　　　　の病院で使用できます。
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■
日
時

①
４
月
２
日
㈪
〜
５
日
㈭

　
　

午
前
８
時
40
分
〜
午
後
６
時

②
４
月
２
日
㈪
・
６
日
㈮

　
　

午
前
８
時
40
分
〜
午
後
６
時

（
大
型
特
殊
免
許
所
有
者
）

■
場
所

　

学
科
…
西
北
労
働
基
準
協
会

2
F
「
大
ホ
ー
ル
」

　

実
技
… 

㈱
五
所
川
原
中
央
青
果

構
内

■ 

受
講
資
格
…
大
型
特
殊
・
大
型
・

中
型
・
普
通
自
動
車
免
許
所
有
者

■ 

締
切
…
３
月
27
日
㈫
か
①
・
②

そ
れ
ぞ
れ
定
員
40
人
に
達
し
次

第
締
め
切
り
ま
す

を
助
成
し
て
い
ま
す
。

■
応
募
期
間

　
　

４
月
１
日
㈰
〜
６
月
30
日
㈯

■ 

応
募
方
法
…
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
申
請
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、

必
要
事
項
を
記
入
し
て
財
団
事

務
局
へ
送
付
し
て
く
だ
さ
い

■ 

助
成
金
…
必
要
費
用
以
内
で
、

１
０
０
万
円
を
限
度

　

全
国
健
康
保
険
協
会（
協
会
け

ん
ぽ
）青
森
支
部
で
は
、
県
内
の

中
小
企
業
の
従
業
員
と
そ
の
家
族

が
加
入
す
る
健
康
保
険
事
業
を
運

営
し
て
い
ま
す
。

　

県
内
の
個
人
、
団
体
、
N
P
O

法
人
、企
業
な
ど
が
、地
域
発
展
・

貢
献
す
る
た
め
に
地
域
資
源
を
活

用
・
創
造
す
る
活
動
や
、
健
康
増

進
、
医
療
、
福
祉
、
環
境
に
関
連

す
る
活
動
に
対
し
、
必
要
な
費
用

　

こ
の
た
び
、
医
療
費
の
増
加
、

景
気
の
低
迷
に
よ
る
保
険
料
収
入

の
減
少
の
ほ
か
、
高
齢
者
医
療
の

支
援
に
要
す
る
費
用
の
大
幅
な
増

加
、
引
き
上
げ
を
強
く
要
望
し
て

い
た
国
庫
補
助
率
が
据
え
置
か
れ

た
こ
と
な
ど
か
ら
、
当
支
部
の
健

康
保
険
料
率
を
次
の
と
お
り
引
き

上
げ
ま
す
。

■ 

９
・
51
％（
現
行
）↓
10
・
00
％

（
4
月
納
付
分
か
ら
）

　

介
護
保
険
料
率
は
１
・
55
％
で

す
。

　

経
営
環
境
や
家
計
の
状
況
が
厳

し
い
中
で
す
が
、
皆
さ
ま
の
医
療

を
支
え
る
た
め
、
何
と
ぞ
ご
理
解

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　スポーツ・文化・ボランティア活動などの団体活動
に最適な保険です。５人以上の団体でお申込みくださ
い。
■対象となる事故
　○グループ活動中の事故
　○ 往復中の事故（自動車事故による賠償責任は適用
外）

■保険期間…毎年４月１日午前０時から
　　　　　　翌年３月31日午後12時まで
　※ 年度途中で加入された場合は、加入手続きを行っ
た翌日から３月31日までとなります。

■掛　金… １人年額800円～11,000円（団体の活動内
容・年齢構成などによって異なります）

※申込用紙は町教育委員会にあります。

■場所… 五所川原市役所（北棟５F第４会議
室）

■実施日…第２水曜日（４月～３月開催）

※完全予約制です。ご予約はお問合せ先まで。
※ 代理の人が相談する場合は、委任状、身分
証明（運転免許証など）が必要です。

実 施 年 月 日 曜日 時 間

平
成
24
年

４月11日／５月９日

水
午前10時

～

午後３時

６月13日／７月11日

８月８日／９月12日

10月10日／11月14日

12月12日
平
成
25
年

１月９日／２月13日

３月13日

（
35
）６
３
３
６

☎

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
技
能
講
習
会

㈳
西
北
労
働
基
準
協
会

問

「
み
ち
の
く
・
ふ
る
さ
と
貢
献
基
金
」

助
成
事
業
募
集

問
公
益
財
団
法
人
み
ち
の
く
・
ふ
る

さ
と
貢
献
基
金
事
務
局

０
１
７（
７
７
４
）１
１
７
９

☎

http://www.michinoku-furusato.or.jp

HP

平
成
24
年
度
協
会
け
ん
ぽ
青

森
支
部
の
健
康
保
険
料
率

問
全
国
健
康
保
険
協
会
青
森
県
支
部

０
１
７（
７
２
１
）２
７
１
３

☎

http://www.kyoukaikenpo.or.jp/13,0,73.html

HP

小さな掛金大きな補償!!
スポーツ安全保険加入のご案内

問  ㈶スポーツ安全協会青森県支部　☎  017（782）6984

　電気製品の取り扱いは、大人だけのものではありま
せん。
　最近は小さなお子さんでも、ゲームやビデオなど電
気製品を取り扱うことがあります。
　プラグやコードの正しい取り扱い方を教えてあげて
ください。親から教えられた知識は、お子さんの一生
の宝となるはずです。また、感電やショートによる事
故にも気をつけましょう。

お子さんに電気製品の
正しい使い方を教えましょう

３月
問  教育委員会社会教育課　☎  （69）1112

移動年金相談行います
問  弘前年金事務所お客様相談室

☎  0172（27）1309
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厳
し
い
寒
さ
や
、
記
録
的
な
豪

雪
も
多
少
穏
や
か
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
朝
晩
は
ま
だ
ま

だ
冷
え
込
み
、
地
面
が
凍
結
し
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
通
勤
・

通
学
・
買
い
物
な
ど
、
外
に
出
る

際
に
は
滑
っ
て
転
倒
し
な
い
よ
う

に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

万
が
一
転
倒
し
て
し
ま
っ
た
際
、

頭
や
背
中
・
腰
を
強
打
し
た
場
合

は
次
の
よ
う
に
対
処
し
ま
し
ょ
う
。

★
頭
を
強
打
し
た
場
合

　

吐
き
気
や
め
ま
い
、
頭
痛
な
ど

が
起
き
た
場
合
は
我
慢
し
な
い
で

病
院
へ
行
く
か
、
救
急
車
を
呼
び

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
す
ぐ
に
症
状

が
出
な
い
場
合
も
あ
る
の
で
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

★
背
中
や
腰
を
強
打
し
た
場
合

　

手
足
や
体
の
感
覚
が
な
か
っ
た

り
、
し
び
れ
て
い
る
よ
う
な
場
合
、

ま
た
、
痛
み
が
お
さ
ま
ら
な
い
場

合
は
、
無
理
に
動
か
さ
ず
助
け
を

呼
び
、
す
ぐ
に
病
院
へ
行
く
か
、

救
急
車
を
呼
び
ま
し
ょ
う
。

　

3
月
に
入
り
、
気
温
も
多
少
暖

か
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
ま
だ

ま
だ
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
っ

て
い
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、

38
度
以
上
の
高
熱
・
頭
痛
・
関
節

痛
な
ど
の
全
身
症
状
が
あ
ら
わ
れ
、

重
症
化
す
る
と
気
管
支
炎
や
肺
炎

な
ど
を
合
併
す
る
恐
れ
も
あ
り
、

大
変
危
険
で
す
。
体
の
調
子
が
悪

い
と
思
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
病
院
で

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
は
次
の
よ

う
な
予
防
法
が
あ
り
ま
す
。

① 

医
療
機
関
で
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る

②
な
る
べ
く
人
混
み
を
避
け
る

③ 

外
出
時
は
マ
ス
ク
を
着
用
し
、

帰
宅
後
は
し
っ
か
り
と
手
洗

い
・
う
が
い
を
す
る

　

こ
れ
ら
の
こ
と
に
気
を
つ
け
る

と
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
だ
け
で
な

く
風
邪
の
予
防
に
も
な
り
ま
す
の

で
、
で
き
る
だ
け
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
冬
の
時
期
は
空
気
が
乾

燥
す
る
の
で
、
加
湿
器
を
使
用
し
、

乾
燥
を
避
け
る
こ
と
も
予
防
に
つ

な
が
り
ま
す
。
し
っ
か
り
予
防
し

て
、
毎
日
元
気
に
過
ご
し
ま
し
ょ

う
。

◆ 『
中
泊
町
文
化
財
マ
ッ
プ
』完
成
！

　

町
内
に
存
在
す
る
博
物
館
施
設
・

寺
社
仏
閣
・
古
碑
・
遺
跡
・
天
然
記

念
物
な
ど
、
各
種
の
文
化
財
を
網
羅

し
た
文
化
財
マ
ッ
プ
が
完
成
し
ま
し

た
。
博
物
館
ほ
か
で
無
料
配
布
し
て

い
ま
す（
Ａ
５
判
40
ペ
ー
ジ
）

◆
博
物
館
調
べ
学
習
！

　

２
月
中
旬
、
薄
市
・
武
田
小
３
年

生
が
、
調
べ
学
習
に
訪
れ
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
両
校
と
も
に「
昔
の
道
具
」。

原
始
時
代
か
ら
近
現
代
ま
で
の
展
示

品
を
た
ど
り
な
が
ら
、
材
質
の
移
り

変
わ
り
や
、
手
動
か
ら
機
械
化
･
電

化
へ
、
と
い
っ
た
一
般
的
な
流
れ
を

学
習
し
ま
し
た
。

◆
ス
ト
ー
ブ
列
車
再
現
展
示
登
場
！

　

奥
津
軽
を

代
表
す
る
冬

の
風
物
詩

「
津
軽
鉄
道

ス
ト
ー
ブ
列

車
」
の
雰
囲

気
を
四
季
を

通
じ
て
体
験

可
能
な
新
展

示
が
登
場
。

　

高
度
経
済
成
長
時
代
に
活
躍
し
た

オ
ハ
31
形
客
車
を
モ
チ
ー
フ
に
、
ク

ラ
シ
カ
ル
な
内
装
を
再
現
す
る
と
と

も
に
、
車
窓
に
は
昭
和
40
年
代
の
沿

線
風
景（
佐
藤
仁
氏
撮
影
）を
投
影
し
、

往
事
の
ス
ト
ー
ブ
列
車
を
完
全
復
元

し
ま
し
た
。
通
学
・
通
勤
の
ほ
か
、

津
軽
鉄
道
で
青
春
時
代
を
送
っ
た

方
々
、
あ
の
と
き
の
「
津
鉄
」
を
体

験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

◆
博
物
館
出
前
授
業
！

　

２
月
上
旬
、
中
里
小
で
４
年
生
を

対
象
と
し
た
出
前
授
業
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
博
物
館
学
芸
員
が
動
画
や

音
声
を
使
っ
て
「
中
里
な
に
も
さ
さ

踊
り
」
の
由
来
や
、衣
装
・
踊
り
方
・

歌
詞
の
変
遷
な
ど
を
説
明
。
熱
心
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
の

質
疑
応
答
で
は
、
な
に
も
さ
さ
踊
り

を
は
じ
め
、
こ
の
た
び
国
有
形
民
俗

文
化
財
登
録
と
な
る
「
津
軽
の
林
業

用
具
」
な
ど
、
町
内
に
存
在
す
る
文

化
財
に
つ
い
て
多
数
の
質
問
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

転
倒
に
気
を
つ
け
ま
し
�
う
！

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を

予
防
し
よ
う
！

博
物
館
�
�
�
�

Museum
News

【
☎
69－

１
１
１
１
】 VOL.24

�
�
� 

－

消
防
＆
救
急

－
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町
は
、
が
ん
に
よ
る
死
亡
が
と
て

も
多
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
働
き
盛

り
の
人
も
が
ん
に
よ
る
死
亡
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
が
ん
に
よ

っ
て
死
亡
す
る
人
は
検
診
未
受
診
の

場
合
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

が
ん
は
早
期
発
見
・
早
期
治
療
で

治
癒
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
検
診

を
受
け
る
こ
と
で
、
自
分
に
と
っ
て
、

家
族
に
と
っ
て
、
大
切
な
命
を
守
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

き
盛
り
の
人
と
男
性
の
受
診
者
が
少

な
い
状
況
で
す
。
が
ん
も
生
活
習
慣

病
も
、
初
期
の
段
階
で
は
自
覚
症
状

が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

健
康
に
自
信
が
あ
る
と
い
う
人
も
、

仕
事
が
忙
し
い
と
い
う
人
も
、
長
く

健
康
な
日
々
を
送
る
た
め
に
、
た
っ

た
１
日
〜
２
日
を
体
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
に
あ
て
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
！

　

自
殺
で
命
を
失
っ
て
い
る
人
は
、

青
森
県
で
は
毎
年
４
５
０
人
前
後
で

す
。
自
殺
死
亡
率
は
秋
田
県
・
岩
手

県
に
つ
い
で
全
国
３
位
と
高
く
、
と

く
に
自
殺
者
の
７
割
は
男
性
で
す
。

　

自
殺
は
個
人
の
自
由
な
意
思
や
選

択
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
実
際
は

さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
複
雑
に
関
係
し
、

心
理
的
に
追
い
込
ま
れ
た
末
の
死
と

い
え
ま
す
。
自
殺
を
考
え
て
い
る
人

は
、
悩
み
を
抱
え
な
が
ら
も
サ
イ
ン

を
発
し
て
い
ま
す
。
周
囲
の
人
の
支

え
も
必
要
で
す
。

『
気 

づ
き
』
…
家
族
や
仲
間
の
変
化

に
気
づ
い
て
、
声
を
か
け
る

『
共 

感
』
…
相
手
の
気
持
ち
を
尊
重

し
、
耳
を
傾
け
寄
り
添
う

『
つ 

な
ぎ
』
…
早
め
に
専
門
家
に
相

談
す
る
よ
う
促
す

　

１
人
で
悩
ま
ず
ど
う
ぞ
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。
保
健
セ
ン
タ
ー
で
も
、

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

町
の
健
診
受
診
状
況
は
、
若
い
働

が
ん
死
亡
が
多
い
中
泊
町

�
検
診
受
診
が
少
な
い
�

働
き
盛
り
の
年
齢
の
方

と
男
性
の
方
へ

３
月
は
「
自
殺
対
策

強
化
月
間
」
で
す

平成24年度の健診の申込受付を開始します
健診の申込方法
　平成24年度のがん検診、特定健診の申込受付を開始します。
　各地区の保健協力員が、3月に健診日程と健診受診調べ用紙を毎戸に配布しますので、
ご記入のうえ、お申込みください。

がんも生活習慣病も
初期段階では

自覚症状がありません。
検診が必要です！

中
里　
☎（
57
）３
９
２
０

小
泊　
☎（
64
）３
７
４
８
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秋
田　

凜り
い
な愛 

（
女
・
圭
太
） 

花
丘
町

　

小　

松　

慎　

也 

（
大
沢
内
）

　

渡　

辺　
　
　

瞳 

（
東
京
都
）

　

工　

藤　

裕　

樹 

（
向
町
上
）

　

白　

戸　
　
　

梓 

（
つ
が
る
市
）

　

桑　

田　

和　

典（
五
所
川
原
市
）

　

外　

崎　

多
衣
子 

（
福　

浦
）

　

佐　

藤　

正　

八 

（
鶴
田
町
）

　

佐　

藤　
　
　

緑 

（
長　

泥
）

鈴　

木　

長
一
郎 

94 

（
田
茂
木
）

山　

内　

ソ　

ノ 

100 

（
芦　

野
）

山　

谷　
　
　

明 

70 

（
薄
市
下
）

鈴　

木　

つ　

る 

92 

（
二
タ
見
）

野　

上　

シ　

サ 

82 

（
下
高
根
）

16 金 10：00～ 高齢者教室（中央公民館）

17 土

18 日

19 月 10：00～11：30 運動教室（中央公民館）

20 火

21 水

22 木 乳児健診（中里保健センター）

23 金

24 土

25 日

26 月

27 火

28 水

29 木

30 金

31 土

3　月
1 日

2 月

3 火

4 水 13：00～ ポリオ予防接種（中里保健センター）

5 木

6 金

7 土

8 日

9 月 10：00～11：30 運動教室（中央公民館）

10 火 ７：00～
胃がん・肺がん・大腸がん・前立腺がん・
　特定健診（内潟公民館）

11 水 ７：00～
胃がん・肺がん・大腸がん・前立腺がん・
　特定健診（内潟公民館）

12 木 ７：00～
胃がん・肺がん・大腸がん・前立腺がん・
　特定健診（内潟公民館）

13 金
10：00～

11：00～

高齢者教室（中央公民館）
子宮がん・乳がん検診（内潟公民館）

14 土

15 日

4　月

木　

村　

キ　

セ 

92 

（
向
町
上
）

大　

坂　

芳　

治 

88 

（
向
町
下
）

工　

藤　

ミ　

ツ 

94 

（
深
郷
田
上
）

長　

利　

勝　

丸 

69 

（
二
タ
見
）

塚　

本　

ソ　

テ 

104 

（
福　

浦
）

三　

上　

ア
キ
ヱ 

83 

（
派
立
上
）

今　

本　

ハ
チ
ヨ 

86 

（
今
泉
上
）

山　

口　

勝　

三 

80 

（
今
泉
下
）

中　

村　

節　

枝 

80 

（
尾　

別
）

宮　

越　

粕　

長 

87 

（
尾　

別
）

松　

谷　

松
四
郎 

76 

（
深
郷
田
下
）

桧　

川　

與
之
進 

78 

（
深
郷
田
下
）

大　

石　

利　

雄 

75 

（
小
泊
派
立
）

山　

内　

義　

治 

74 

（
上　

町
）

佐　

藤　

勝　

雄 

87 

（
新
町
１
）

（
１
月
届
出
分
）

１月末現在（前月比）

人　口 13,099人（－30）
　男　 6,195人（－12）
　女　 6,904人（－18）
世帯数 5,162戸（－６）
出生　１  ／  死亡　22
転入　10  ／  転出　19
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　薄市地区で冬のアスパラガス栽培を行っている佐藤イ
ネ子さんが、２月７日㈫に自身の農園で、薄市小の児童
を招いて収穫体験を行いました。
　総合学習や見学として行われた体験には、６年生と３
年生の児童あわせて28人が参加。そのほか学校給食セ
ンターの橋本栄養士や加藤教育長も参加して、観光客に
行っているという収穫体験のメニューを行いました。
　まず、冬のアスパラがどのように育つのかを佐藤さん
が説明。春から秋まで外で育てたアスパラを、秋に刈り
取り、その根をハウスに定着させ、暖房で温めながら育
てる苦労が語られます。10アールもの面積を作付けし
ている佐藤さんの苦労を聞き、子どもたちはさまざまな

質問を投げかけていました。次に子どもたちは、ハウス内で使っている廃油ストーブの燃料補給や、はさみ
で１本ずつ切り取ったアスパラを選別機の上に載せ、出荷されるまでの行程を体験しました。
　最後は、収穫したアスパラをストーブで焼き、マヨネーズを付けてそのまま食べました。子どもたちは「柔
らかくておいしい。甘い！」といった感想を話し、その味を堪能していました。
　佐藤さんは、学校給食へのアスパラ提供で地産地消の取り組みも行っており、２月10日㈮には町の学校
給食にも佐藤さんのアスパラが使われました。

　

宮
野
沢
ス
キ
ー
場
で
２
月
11
日
㈷
、
子
ど
も
た

ち
に
雪
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
ス
キ
ー
大
会
・

ス
ノ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
行
わ
れ
、
町
内
の
幼

児
や
小
学
生
約
30
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
回
転
競
技
や
ソ
リ
、
雪
上
フ
ラ
ッ
グ

を
行
い
、
子
ど
も
た
ち
は
歓
声
を
上
げ
な
が
ら
競

い
、
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

■
男
子
回
転

【
１
・
２
年
】
１
位　

三
上
虎
丸（
中
里
小
２
年
）

　
　
　
　
　

２
位　

坂
田　

陽（
中
里
小
１
年
）

【
３
・
４
年
】
１
位　

谷　

伊
織（
薄
市
小
３
年
）

【
５
・６
年
】
１
位　

田
中
良
和（
中
里
小
５
年
）

　
　
　
　
　

２
位　

藤
﨑
桂
司（
中
里
小
６
年
）

■
女
子
回
転

【
１
・
２
年
】
１
位　

中
畑
柚
乃（
中
里
小
２
年
）

　
　
　
　
　

２
位　

外
﨑
こ
ず
え（
中
里
小
２
年
）

　
　
　
　
　

３
位　

田
中
亜
依（
中
里
小
２
年
）

【
３
・
４
年
】
１
位　

外
﨑
ま
り
あ（
中
里
小
４
年
）

　
　
　
　
　

２
位　

古
川
菜
南
子（
中
里
小
４
年
）

　
　
　
　
　

３
位　

鈴
木
大
空（
中
里
小
４
年
）

【
５
・６
年
】
１
位　

秋
元
美
月（
薄
市
小
６
年
）

　
　
　
　
　

２
位　

相
馬
彩
香（
中
里
小
５
年
）

　
　
　
　
　

３
位　

岩
田
優
花（
中
里
小
５
年
）

■
幼
児
回
転

　
　
　
　

１
位　

外
崎
隼
矢
／
２
位　

古
川
郁
子

■
男
子
ソ
リ

【
１
・
２
年
】
１
位　

坂
田　

陽（
中
里
小
１
年
）

　
　
　
　
　

２
位　

三
上
虎
丸（
中
里
小
２
年
）

　
　
　
　
　

３
位　

打
越
千
紗（
中
里
小
１
年
）

【
３
・
４
年
】
１
位　

谷　

伊
織（
薄
市
小
３
年
）

　
　
　
　
　

２
位　

打
越
大
芽（
中
里
小
４
年
）

　
　
　
　
　

３
位　

長
尾
蒼
太（
中
里
小
４
年
）

【
５
・６
年
】
１
位　

田
中
良
和（
中
里
小
５
年
）

　
　
　
　
　

２
位　

藤
﨑
桂
司（
中
里
小
６
年
）

■
女
子
ソ
リ

【
１
・
２
年
】
１
位　

藤
田
実
桜（
小
泊
小
１
年
）

　
　
　
　
　

２
位　

外
﨑
こ
ず
え（
中
里
小
２
年
）

　
　
　
　
　

３
位　

山
田
華
蓮（
小
泊
小
１
年
）

【
３
・
４
年
】
１
位　

古
川
範
香（
中
里
小
３
年
）

　
　
　
　
　

２
位　

鈴
木
大
空（
中
里
小
４
年
）

　
　
　
　
　

３
位　

古
川
菜
南
子（
中
里
小
４
年
）

【
５
・６
年
】
１
位　

工
藤
さ
い
り（
中
里
小
５
年
）

　
　
　
　
　

２
位　

秋
元
美
月（
薄
市
小
６
年
）

　
　
　
　
　

３
位　

岩
田
優
花（
中
里
小
５
年
）

■
男
子
雪
上
フ
ラ
ッ
グ

【
低
学
年
】
１
位　

谷　

伊
織（
薄
市
小
３
年
）

　
　
　
　

 

２
位　

坂
田　

陽（
中
里
小
１
年
）

　
　
　
　

 

３
位　

三
上
虎
丸（
中
里
小
２
年
）

【
高
学
年
】
１
位　

長
尾
蒼
太（
中
里
小
４
年
）

　
　
　
　

 

２
位　

打
越
大
芽（
中
里
小
４
年
）

■
女
子
雪
上
フ
ラ
ッ
グ

【
低
学
年
】
１
位　

藤
田
実
桜（
小
泊
小
１
年
）

　
　
　
　

 

２
位　

外
﨑
ひ
ろ
な（
中
里
小
１
年
）

　
　
　
　

 

３
位　

外
﨑
こ
ず
え（
中
里
小
２
年
）

【
高
学
年
】
１
位　

谷
亜
弥
香（
薄
市
小
５
年
）

　
　
　
　

 

２
位　

荒
関
れ
な（
中
里
小
６
年
）

　
　
　
　

 

３
位　

工
藤
さ
い
り（
中
里
小
５
年
）

■
最
優
秀
賞　
秋
元
美
月（
薄
市
小
６
年
）

雪と一緒に競う・遊ぶ スキー大会・スノー
フェスティバル

冬のアスパラ「おいしい!」 薄市小が収穫体験
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